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昭
和
五
十
五
年
十
月
二
十
五
日
提
出 

質

問

第

一

〇

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

株
式
会
社
東
洋
シ
ー
ト
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
五
年
十
月
二
十
五
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
田 

 

一 

殿 

 

提 

出 

者 
 

森 

井 

忠 

良 

 

一 

 



 

株
式
会
社
東
洋
シ
ー
ト
（
本
社
所
在
地 

広
島
県
安
芸
郡
海
田
町
東
海
田
五
五
八
七
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。
）
に

お
い
て
、
会
社
の
従
業
員
が
加
入
し
て
い
る
総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
（
所
在
地 

東
京
都
渋
谷
区
桜
丘
町
一
五 

 

番
一
一
号
以
下
「
全
国
金
属
」
と
い
う
。
）
並
び
に
全
国
金
属
広
島
地
方
本
部
東
洋
シ
ー
ト
支
部
（
所
在
地 

広
島
県

安
芸
郡
海
田
町
東
海
田
五
五
八
七
以
下
「
支
部
」
と
い
う
。
）
と
の
間
に
労
使
紛
争
が
続
い
て
い
る
や
に
聞
い
て
い
る

の
で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

三 

広
島
地
方
裁
判
所
、
神
戸
地
方
裁
判
所
に
支
部
、
支
部
組
合
員
が
会
社
の
労
使
紛
争
に
関
連
し
て
訴
訟
を
起 

一 

会
社
と
全
国
金
属
並
び
に
支
部
と
の
労
使
紛
争
の
原
因
、
現
状
、
経
過
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

東
京
都
地
方
労
働
委
員
会
、
広
島
県
地
方
労
働
委
員
会
か
ら
会
社
の
不
当
労
働
行
為
を
認
定
す
る
命
令
が
で 

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
命
令
の
救
済
内
容
と
会
社
の
履
行
状
況
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

株
式
会
社
東
洋
シ
ー
ト
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

四 

広
島
労
働
基
準
監
督
署
に
支
部
、
支
部
組
合
員
等
か
ら
労
働
基
準
法
違
反
の
申
告
が
な
さ
れ
て
い
る
と
聞
い 

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
と
措
置
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

全
国
金
属
並
び
に
支
部
は
、
会
社
に
支
部
の
役
員
、
全
国
金
属
の
組
合
員
で
あ
る
会
社
従
業
員
の
氏
名
を
通 

 

知
す
る
と
と
も
に
全
社
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
金
属
及
び
支
部
が
会
社
に
団
体
交 

渉
の
申
入
れ
を
な
し
た
と
こ
ろ
、
会
社
は
会
社
の
中
に
全
国
金
属
の
組
合
員
、
支
部
が
存
在
し
て
い
な
い
と
し 

 

て
団
体
交
渉
を
拒
否
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
会
社
が
労
働
組
合
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
し
、
そ
の 

 
 

こ
と
を
理
由
に
し
て
労
働
組
合
と
の
団
体
交
渉
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た 

 

い
。 

六 

団
体
交
渉
を
拒
否
す
る
会
社
に
抗
議
し
、
支
部
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
つ
た
と
こ
ろ
、
会
社
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を 

こ
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
決
定
が
で
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
内
容
と
会
社
の
履
行
状
況
、
進
行
中
の 

 

も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
訴
訟
の
内
容
と
進
行
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

八 

会
社
は
、
第
二
組
合
と
の
チ
ェ
ッ
ク
・
オ
フ
協
定
に
よ
る
と
称
し
て
、
支
部
組
合
員
の
う
ち
の
十
一
名
を
除 

 

く
四
十
数
名
の
支
部
組
合
員
の
賃
金
か
ら
第
二
組
合
の
組
合
費
を
控
除
し
て
お
り
、
支
部
並
び
に
四
十
数
名
の 

七 

会
社
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
夏
季
一
時
金
、
同
年
末
一
時
金
並
び
に
昭
和
五
十
五
年
度
夏
季
一
時
金
の
支
払 

 

い
に
当
た
つ
て
、
支
部
組
合
員
の
う
ち
の
十
一
名
に
対
し
て
、
東
洋
シ
ー
ト
労
働
組
合
（
以
下
「
第
二
組
合
」
と

い
う
。
）
の
組
合
員
で
は
な
い
の
で
非
組
合
員
と
し
て
の
取
扱
い
を
す
る
と
し
て
、
一
時
金
を
支
払
つ
て
い
な
い 

と
聞
い
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
差
別
的
取
扱
い
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
見
解
を
明
ら
か
に 

さ
れ
た
い
。 

行
つ
た
支
部
組
合
員
に
対
し
て
懲
戒
処
分
、
損
害
賠
償
請
求
等
の
権
利
を
留
保
す
る
と
の
通
告
を
行
つ
た
と
聞 

い
て
い
る
が
、
会
社
が
労
働
組
合
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
し
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に
し
て
労
働
組
合
の
争
議 

 

行
為
に
対
し
て
労
働
組
合
ま
た
は
そ
の
組
合
員
に
損
害
賠
償
請
求
等
が
で
き
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、 

見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

 

六 

支
部
組
合
員
は
控
除
さ
れ
た
第
二
組
合
の
組
合
費
相
当
額
の
返
還
を
求
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
会
社
が 

第
二
組
合
と
の
チ
ェ
ッ
ク
・
オ
フ
協
定
に
よ
る
と
称
し
て
四
十
数
名
の
支
部
組
合
員
に
第
二
組
合
の
組
合
費
相 

当
額
を
返
還
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
四
十
数
名
の
支
部
組
合
員
の
賃
金
か
ら
第
二
組
合
の
組
合
費
を
控
除
し
続 

け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

九 

こ
の
労
使
紛
争
解
決
の
た
め
に
、
い
か
な
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
の
か
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


